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北海道薬剤師会の東洋と申します。日頃から北海

道医師会が中心となり、道民のための医療、特に地

域医療のために多大なご尽力をされておられますこ

とに対し、深く感謝と敬意を表します。

今回、「北海道の医療崩壊を立て直す」という企画・

連載の中で、関係団体として感想・意見を述べよと

いう依頼を戴き感謝申し上げます。

北海道の地域医療のために医師会の会員の先生方

が、北海道と共に永年に渡りさまざまな努力をされ

て来たことを三師会の活動などを通じ理解してまい

りました。しかし、現実は医師不足、医師の偏在、

診療科の偏在等なかなか改善せず、むしろ一部の医

師個人の使命感、倫理観に期待した過重労働によっ

て、なんとか北海道の地域医療が支えられているよ

うに感じております。医師の労働環境が改善された

時、現在抱えている多くの問題が解決に向かってい

ると感じることができるのではないでしょうか。

医療の担い手の中心は医師であり、特に今日の国

民皆保険制度のもとでは医師の指示が無くては医療

がスタートしません。しかし、医療の中身や定義も

時代と共に変化してくるものと考えています。現在

中央によって議論されているチーム医療検討委員会

での議論などもあり、チーム医療の新しい枠組みの

中で、他の医療スタッフの職域の整理を含め、医師

の過重な労働環境を軽減するシステムを国が責任を

持って構築する必要があろうと思います。

また、医師だけではなく医療スタッフとしての看

護師、薬剤師も地域医療においては不足また偏在が

著しいのです。例えば北海道において、薬剤師・薬

局の無い町村が31ヵ所あり、他の地域においても慢

性的に不足しています。この決定的な解決策等はあ

りません。報酬や使命感だけではなかなか解決でき

ておりません。これらの地域においては、薬剤の安

定供給や調剤、重複投与防止や副作用の相談業務な

ど薬学的分野のさまざまな活動を受けられない多く

の道民の方が存在するという現実だけが残ります。

この解消のため、北海道薬剤師会は北海道と連携し、

薬剤師の派遣事業等を少しずつ始めておりますが、

根本的解決にはまだ至っておりません。

その概要としましては、今後の在宅医療へのシフ

トも考慮し、無菌調剤を行える設備を持った、地域

医療支援・基幹薬局を国・道の支援を戴き、全道３

次医療圏５ヵ所と札幌市内１ヵ所に設置いたしまし

た。

今後、災害時の薬剤師派遣、感染症のパンデミッ

ク対策としての医薬品の備蓄、また無薬局地区巡回

薬剤師の研修の場などの活動の中心としていく予定

です。

しかし、現実には経済効率や利便性のみ追求する

今日の経済システムによってすっかり疲弊した地域

社会（コミュニティ）をどのように再生させるのか、

真剣に取り組まなくてはなりません。少子高齢化対

策、地域産業振興対策を行うことにより、地域社会

が存続し、そこに医療の必要性と継続性が生まれて

きます。日本の社会構造の根本的変化に対応する対

策が地域医療の崩壊を防ぐためにも必要と思われま

す。

もう一方で、地域医療は医療を行うスタッフの充

足だけでは解決できません。医薬品を配送するシス

テムの崩壊にも十分な配慮が必要です。北海道とい

う広大な地域をきめ細かく配送するシステムを構築

している卸業務は実に経費のかかるシステムです。

医薬品の配送という仕事は利便性・利益追求型社

会においては存続が難しい職種です。医療という公

益性の高い事業を支える医薬品の配送にも、医療職

種と同様に公的支援をしっかりしていかないと地域

医療の崩壊を防ぐことはできないと考えています。

医師会の先生方が多くのご経験と使命感を持って

さまざまなご提案、ご提言を今回のシリーズでもさ

れております。医師や医療スタッフの養成には長い

時間と国立・私立共に多くの公的資金である税が投

入されております。古くから議論されている案件で

すが、医療は公共性の高い職種であり、地方の医療

機関の勤務を義務付けるシステムを設立し、その運

営は地方行政と三師会に委託するということを本気

で考えていかないと超少子高齢化社会における地域

医療の崩壊を立て直すことはできないのではないで

しょうか。

職業の選択は憲法に保障された重大な事柄です。

しかし、公的資金を使って養成された国家資格者の

動向はすべて個人の自由という訳にはいかないので

はないでしょうか。資金提供者つまり納税者である

国民に対し、お返しをするシステムがあって当然と

思われる環境づくりが必要であると思います。

どうか、諸先生方の素晴らしい知恵を結集してい

ただき、超少子高齢化・長寿社会における医療を再

構築していただきたいと思います。

医療・保健・福祉政策において山間へき地を多く

抱える北海道の地域医療の崩壊を防ぐ全く新しいシ

ステムの構築にわれわれも力を合わせてまいりたい

と存じます。

今後ともご指導よろしくお願い申し上げます。

北海道薬剤師会 会長

東 洋 彰 宏
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